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展開①


（７分）





展開②


（18分）





　生徒には，「可能な限り将来もめ事が発生しないような契約書を作成すること」と指示し，合意事項３～５欄に，必要と考える事項を記入させる。


　作成した契約書の評価は講評において行うが，この時点で作成した契約書の内容について発表させてもよい。





導入


（５分）





指導計画





●課題把握


・「ワークシート１」を配布し，課題を把握させる。





以下を参照して説明する。


●私法と契約の概要「２（２）契約自由の原則（私的自治の原則）」➡44ページ





●身近な契約例を考えさせる。


・「契約をしたことがあるか」と発問する（挙手など）。


・「どのような契約をしたのか」と発問する。





●契約自由の原則（私的自治の原則）を説明する。





　以下の契約例を紹介し，契約が身近なものであることを理解させる。


［契約の例］


●店で商品を買う（売買契約）


●友達から旅行のお土産をもらう（贈与契約）


●スキー場でスキーウエアやスキー板を借りる（賃貸借契約）


●アルバイトをする（雇用契約）


●携帯電話を契約する





※本教材の基本編においては，生徒にとって身近なテーマを基に「契約」について考えさせるため，童話「桃太郎」を取り上げているが，「鬼退治」を「人に危害を加えることを内容とする契約」として捉えた場合，日本の民法では，かかる契約は「公の秩序又は善良の風俗に反する事項を目的とする法律行為」（民法第90条）として無効とされる場合がある。





●グループワーク（桃太郎役とサル役の２名以上）


・桃太郎とサルとの間の契約書を作成させる。





問 2





問 1





指導上の留意点





内容





進行


（所要）





契約書を作ってみよう。





①（ 1 ）サルは，桃太郎の服の洗濯をしなければならないか。


　（ 2 ）サルが洗濯をしなかった場合も，桃太郎は，船での移動期間中のきびだんごをサルに支払う必要があるか。


②（ 1 ）桃太郎はサルに対して，今後，１日15個のきびだんごを支払う必要があるか。


　（ 2 ）キジと同じ数のきびだんごをもらえなかった場合，サルは，そのことを理由に，契約を解消することができるか。


③　サルは，桃太郎との契約を解消することができるか。





次のようなトラブルが発生した場合について考えてみよう。





・基本編　～「桃太郎」における桃太郎とサルとの間の契約～【想定授業時間：50分】





予想される生徒からの意見





　展開①で作成した追加の合意事項はないものとして考えさせる。


　時間に応じて，事例①～③の一部のみを取り扱ってもよい。


●事例①


［目的］


　契約内容は，当事者間の合意によって決まること，合意したことは守る責任があることを理解させる。


［解答例］


（ 1 ）答え：洗濯はしなくてもよい


理由：「サルは鬼ヶ島で鬼退治の仕事をする」との内容で合意しており，洗濯の仕事については合意していないため。


（ 2 ）答え：支払う必要がある


理由：「桃太郎はサルに対し，村を出発してから，また村に戻ってくるまでの間，報酬として，毎日10個のきびだんごを支払う」と，移動期間中もきびだんごを支払うとの内容で合意しているため。


補足：もっとも，新たな合意ができれば，契約内容を変更することは可能である。「きびだんごの数を３個増やして洗濯の仕事を追加する」など。





●事例②


［目的］


　誰とどのような内容の契約をするのかは自由であること，「他の人と同じかどうか，平等かどうか」ではなく「当事者同士がその内容で合意したかどうか」が重要であることを理解させる。


［解答例］


（ 1 ）答え：支払う必要はない


理由：サルに対する報酬は「毎日10個のきびだんご」との内容で合意した以上，桃太郎は，サルとキジとを同じ報酬とすることを強制されない。





●グループワーク


・契約書中の合意事項１と２しか合意さ�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(　),れて)�いないと仮定し，①～③の事例について，それぞれ理由も含め検討させる。





まとめ①


（10分）





●講評


・展開①で作成した契約書について，教員による講評を行う。





［評価のポイント］


●「合意」に注目しているか。


●現実的なものか。


●どちらか片方にだけ，著しい不利益を負わせるなど，公平さを欠いたものではないか。





展開④


（４分）





展開③


（３分）





　以下を参照して説明する。


●私法と契約の概要「３実質的な平等を図るための例外」➡45ページ





●契約自由の原則が修正される場合について説明する。


※発展編①も合わせて行う場合には，発展編①の解説時に説明してもよい。





●契約自由の原則について復習させる。





　「導入」で説明した「契約自由の原則」（当事者は，契約の内容等を自由に決められる）を振り返らせる。





（ 2 ）答え：解消することはできない


理由：サルに対する報酬は「毎日10個のきびだんご」との内容で合意した以上，サルは，キジと同じ報酬でないことを理由に契約を解消することはできない。


補足：もっとも，新たな合意ができれば，契約内容を変更することは可能である。「サルの仕事を増やした上で，１日15個のきびだんごを支払うことにする」など。





●事例③


［目的］


　考える前提にうそがあった場合，それを基にした合意は，本当の合意とはいえないことを理解させる。


［解答例］


答え：解消することができる


理由：「悪い鬼を退治する」のか，「平和に暮らしている鬼から金品を強奪する」のかという重要部分で，募集要項にうそがあった。前提にうそがあった以上，サルと桃太郎との合意は本当の合意とはいえないので，サルは契約を解消することができる。





　自由に契約を結ぶことで，私たちの生活は豊かになっている。


　ただし，契約には責任・義務も伴うので，安易な合意はせず，よく考えることが大切である。





まとめ②


（３分）





［契約書に対する評価のポイント］


●将来的に生じうるトラブルを具体的に想定して検討し，合意できているか。


●合意内容（契約書の内容）は，契約自由の原則の範囲内のものといえるか。（弱い立場の者から不当に搾取したり，権利濫用であったりなど，社会通念上許されるべきでない内容となっていないか等）


●合意内容の例


・「鬼退治の仕事が成功した場合には，桃太郎は，サルに対し，成功報酬として，50個のきびだんごを支払う」


●不適切な合意内容の例


・「この契約は，いかなる理由があっても，解消できないこととする」


　➡社会通念上，不当な合意内容であるため，不適切である。


・「サルが仲間の雰囲気を乱した場合は，罰を与える」


　➡「仲間の雰囲気を乱した場合」がどのような場合なのか，どのような内容の「罰」が与えられるのか，いずれも曖昧で，人によってその解釈が異なるため，新たなトラブルを招きかねず，不適切である。


※契約書の評価に当たっては，問２のトラブルも踏まえて，合意事項１，２の修正を検討させたり，追加合意事項としてどのようなことを定めておくべきであったかを再検討させたりしてもよい。





●まとめ


・教員によるまとめを行う。


※発展編を行う場合は，まとめの前に行うこと。








